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並びにアミノ酸の影響について
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　著者等はKeefeガ法①②にょ著，　Maエm－William－

son潰瘍の成因靴追求し，十二指腸液中に澱癌貌｝坐に

対し抑制1／i勺に作用する澱瘍発生抑制悶子が存在すると

云う想定のもとに③，十二指腸液を検索し，膵液が濃

瘍発生に箪要な役割を演じていa：，ことを提1鴨した④。　　　　　　　　　　　　　　　　　　p

ついでM－W潰瘍が発生するように処雌した犬に，學　　　　　　　　　　　”

または豚の醐1徽雄暇与し棚舘は醐醗，　　　a
生せず，90°C30分の加熱によつて詐活性化した膵抽

出液を投与した場合には1貴瘍が発生したことより，従

来著者等の提嘱してきた演蕩発生抑制因子は膵抽田液

中にあり，しかも加熱によつて非活性化され為酵素群

中に存在することが判明した⑤。今回は潰甥発坐抑制

因子が膵の消化酵i素中蛋白分解醒索に存在するか否か

を検討した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eg　1図
　　　　　　　　　実験方法

　体璽1吻荊後の雑種成犬を使用し，気管内麻齢のも

・に第・図の如く酬ご指撒圃餅…側・・乃　　　実験群
pa30Clnの圃腸末端に順蠕鋤性に端々吻合した。遊離十

二指腸は幽門輪を含まず，金十二指腸の2／3の長さに

相当し胆管並びに膵管を伴つでいる。濃瘍を発生せし

めるように処鷺したこの実験犬を第1褒の如く4群に

分け，第1群には卵白アルブミソ加水分解液を，第jl

群には必須アミノ酸漉合液を，術後2乃至3日日より

それぞれ1日壷10cc／吻の割合で連日経匹1投与し，第

皿群に．はユ％トリプシソ液を，第W群には1％トリプ

シン液に非活性化膵抽出液を加え，それぞれ1日量　　　　Ut　1表

第1群 卵白アルブミン加水分解液

鰍1群
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K須アミノ酸混合液
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第田群
1％トリプシン液　9

第IV群 甑トリプシン液＋非活性化膵抽出液
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10cc／leyの割合で経口投与し，潰瘍発生に及ぼす影響，　　認めた。第二例は術後31日旧撲殺したが，ド1十二指腸

胃液酸度の変化並びに肝及び膵の組織学的変化を追求　　　吻合部近傍に示指頭大の潰瘍を認めた。第ヨ例は55日

した。卵白アルブミン加水分郷液は10％卵向アルプミ　　　ロ撲殺したところ，胃十ニニ指腸吻合部近伊㌘に栂指顛大

ンに6N．HCIを加え，ピコ■一レット反応を暴しなく　　　の澱痩を認め，第四例は：LO4日【ll撲殺したが，　Ill十二

なるまで加水分解した。ついで30％NaOHでPH　7　　指腸吻合部近傍に示指頭火の潰揚が発坐していた。第

に調整した。必須アミノ酸混合液は3％モリアミソ住　　　五例は681ヨlil撲殺したが，潰甥蚊はエロジオソを認め

射液を使用し，トリプシンはドイツ・エ・メルク社製　　　なかつた（第3表）。

のものを使用した。

　　　　　　　　　撒囎　　　　　　　　　実験成績

　第i群：第一例は術後56日11撲殺したが，Vit十：二指

腸吻含部近傍に示指頭大の潰瘍を、認めた。第二例は術

後85日目撲殺したところ，胃十瓢指腸1吻含部近傍に

2個の示指頭大の潰瘍が発坐していた。第窯例は術後

38日目撲殺したが，十．1：：指腸に大薫大の澱瘍の発生を

認めた（錦2爽）。

実験成績

讐 性 潰　瘍 生存日数 死因

1 11 ♀ 　，¥ 56 撲殺
第－群

2 9．5 ♀ 十 85 撲殺

3 10 ♀ 十 38 撲殺

1 8 ♀ 十 32 衰弱

2 11．5 ♀ 十 73 撲殺第H群

3 11
♂

十 94 撲殺

4
ヲ．5

♂
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　閉
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　一m
93 撲殺
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o殺
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鴨撲殺』4　虚
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♂

　55」「角「　104
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@撲殺
5 11 ♂

｝ 68 模殺

第

IV

群

10♂　＋　23穿孔
15　　♂　　　　十　　　　 4ア　　 褒弓扇

12　♀　　工ロジオン　　19　　ヒ条三

12．5　　♂　　 工ロジオン　　　27　　　書業殺

10　9．　一一　　50　濁弱

第3表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第W群3第f・一・一例は術後23日口腹膜炎を起こし死亡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，割検にて十二指腸に2x2crttの阯大な穿孔性澱瘍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を紹めた。第二例は術後47日口衰弱死したが，糊に小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豆大の潰瘍1個と留及び十二指腸にエロジオンを認め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。第三例は術後19日目ジステソパーにて死亡した

　　第2表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，胃に多数のエロジオソを認めたQ第四例は術後27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日目撹殺したがt第三例と同様胃に多数のエロジオソ

　第］［群：第一例は術後32日日褒弱死したが剖検によ　　　を認めた。第瀧例は術後50日ll1粥§死したが，｝ll並び

り胃十二指腸吻合部近傍に1個，胃に3個の小豆大の　　　に十二指腸に潰蕩或はエロジオンを認めなかつた（第

潰瘍を認め，第2例は73田目撲殺したところ，賢十　　　3衷）。また各群において術後に軽度の下痢便と約10

二指腸吻合部近傍に示指頭大の潰瘍を認め，第三例は　　　％の体電減少を認めた。

94Fl目撲殺したが胃十二指腸吻合部近傍に示指頭大の　　　　以上4群の澱瘍発生状況をみるに，各群に投与せら

潰瘍を認めた。第四例は術後26日目異物による閉塞性　　　れた卵白アルブミン加水分解液，必須アミノ酸混合

イレウスにて死亡したが，・すでに胃に多数のエロジオ　　　液，トリプシン液，並びにトリプシン液＋非活性化膵

ソが発生していた。一方第五例は術後93日目撲殺した　　　抽出液は，いずれも潰瘍の発生を阻止幽来なかつたの

が，胃並びに十二指腸に潰瘍或はエロジオンを認めな　　　で，潰瘍発生抑制因子は膵の蚤白分解酵索中にば存在

かつた（第2表）。　　　　　　　　　　　　　　　　　しないものと考えられる。

　第】皿群：第一例は術後3／Fl目腹膜炎で死亡し，剖検　　　　岡液検査成績は第2図並びに第3図の如く，ヒスタ

にて胃十二指腸吻合部近傍に栂指頭大の潰瘍の穿孔を　　　ミン法により術前，術後の基礎酸度及び最高酸度につ
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いて検討すると，各群とも術前値と潰瘍或はエロジオ　　　も一部にチモゲン顎粒の軽度減少が認められたが，腺

ン発生後の値との間に差異がなく，また潰瘍発生例と　　構造並びにラソゲルハンス氏島には変化なく，各群問

しからざる症例との間にも特に差異はなかつた。即ち　　　に特に差異はなかつたC第5図）。即ち本潰瘍の発生

本実験に於ては潰瘍の発生と胃液酸度との間には密接　　　は肝並びに膵の組織学的変化とは無関係である。

：な関係を認めなかつた。

　肝の組織学的検索では一部に肝細胞の腫脹，欝血及　　　　　　　　　　　　　考　　按

びsinusoidの拡張が軽度に認められたが，各群間に　　　M－W潰瘍の成因として，従来胃液分泌充進説が有

特に差異はなく（第4図），また膵の組織学的所見で　　　力で，胃液分泌充進を来す原因として十二指腸，肝並

胃液検査成績　　躍　　　　　胃液検査成績　圏輔
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第5図　　　　　　　　　　　　　　　　　HE×400

びに膵の役割が強調されている。著者等はすでに第　　　欠乏が消化性潰瘍の成因となり得ることが報告され，

1，第2及び第3編において，Keefer法によつて作　　　とくに蛋白質及びアミノ酸の欠乏が消化性潰瘍発生

製したM－W潰瘍の成因として従来とは全く異なる観　　　上重視されている。まず蛋白質欠乏の潰瘍発生に及ぼ

点より潰瘍発生抑制因子を想定し，これが膵の酵素群　　　す影響についてみると，Hoelzel⑬は低蛋白食をっづ

中に存在することを確認した。今回の実験はこの潰瘍　　　けたラットの前胃に潰瘍の発生することを観察し，

発生抑制因子が膵酵素群中の蛋白分解酵素中に存在す　　　Weech⑭は90日間低蛋白食を投与した犬に消化性潰

るか否か，また蛋白分解酵素の障害によつて惹起され　　　瘍の発生することを報告し，潰瘍発生犬としからざる

る蛋白質の消化吸収障害と関係しているか否かを追求　　　ものとの間には体重減少及びHb値に差のないことを

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強調した。Li⑮は低蛋白食を投与した犬の47％に消

　まず胃潰瘍の発生に関与する栄養障害の役割につい　　　化性潰瘍の発生を観察したが，この潰瘍の発生は生存

てみると，Somervell⑥はイソドにおいてdietary　　期間或は肝障害とは無関係であったと云う。　Hahn⑯

deficiencyによって発生したとみられる消化性潰瘍　　　は鉄欠乏性貧血を惹起させるため出血を繰返し，また

を観察し，Mc　Carrison⑦は動物実験においてdefi一　　低蛋白食をつづけた犬の胃及び十二指腸に穿孔性潰瘍

cient　ill－balanced　foodの投与は胃十二指腸潰瘍発　　　の発生をみている。　Slive⑰はM－W潰瘍を発生せし

生の一因子であろうと述べている。これより以前す　　　めるように処置した犬において，遊離十二指腸を胃十

でにLarimore⑧はdeficient　diet投与を続けたラ　　　ニ指腸吻合部に近づければ近づける程潰瘍の発生頻度

ツトの胃に潰瘍の発生することを認め，Magee⑨は　　　は減少することを観察し，これは栄養素の消化・吸収

deficient　dietで飼育されたモルモツトの胃並びに　　　の改善によるものであるとの考えから，　M－W潰瘍の

十二指腸にエロジオンから穿孔性潰瘍に至る変化の発　　　発生は胃液酸度よりは，むしろ栄養障害に基因するも

生することを強調した。またBogoras⑩は空腹が犬　　　のであろうと推定した。一方工vy⑲はM－W潰瘍発生

の胃潰瘍発生に及ぼす影響を追求し，4日毎にIOO2m／leg　　犬における栄養の役割にっいて述べ，生の膵及び肝を

のパンを投与された5匹の犬の中，14日から30日の間　　含んだ高栄養食を投与した場合には持続的体重減少も

に4匹に胃の多発生エロジオソ並びに潰瘍を認め，胃　　　なく，犬の生存期間も長く，潰瘍の発生も遅れるが・

液は過酸を示していたと述べている。Debray⑪は栄　　　潰瘍の発生を全く阻止することは出来ないと報告して

養失調症状を有する場合に胃粘膜の萎縮が胃鏡的に観　　　いる。つぎに各種アミノ酸の潰瘍発生に及ぼす影響に

察されることを報告し，また第2次世界大戦当時食糧　　　ついて考察すると，Sharpless⑲はdeficient　diet

不足の著しかったPシャ，フランス並びにベルギーに　　　を投与されているラットにみられる胃の病変に対し，

おいて消化性潰瘍の発生頻度が増加したことが観察さ　　cystine及びcholineは阻止的に作用すると述べ，

れている⑫。これら食物の量的不足即ち非特異的栄養　　　Weiss⑳，　Sandweiss⑳並びにMartin＠等はhisti一

失調以外に各種ビタミン，カルシウム並びに蛋白質の　　dineが消化性潰瘍の発生と密接な関係を有すること
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を強調しているが，keys⑫は潰甥の成因及び澱瘍の　　　つた。・一一一般に経口的に投与された張白質は蛋白分解酵

治癒に関与する特殊なアミノ酸は臨床的にもまた動物　　　索によつて，各種アミノ酸またはべプチツドに分解さ

実験的にも未だ発見されていないと述べている。Co　　れ選択的に腸管より吸収され主として肝において蛋白

Tui⑳は蛋白加水分解物及びdextro－1ualtoseは潰瘍　　　婆｛に含成される。したがつてUI：障・1挑なく必要ll：のア

の症状改善と急速な治癒をもたらすと述べ，これらの　　　ミノ酸，ペプチツド並びに必須アミノ酸を投夢lvたに

患者では治療前にnL溝蛋白の低下がみられたど幸艮告し　　　も拘わらず，澄揚の発生を認めたことは本潰鰯の成囚

ている。Riggs⑭も消化性潰瘍患者に1血清蟹白低下の　　　がトリプシン欠如によつて惹起される螢国質の消化吸

存在することを報告している。Kellamore⑳は潰瘍患　　　収1寧鴇とは無闘係であることを示すものである。

者には負の　素IZ衡が存在するが，蛋白加水分解物及　　・胃液検恋成績についてみると，術前，術後の湘礎酸

びdextro－maltose投与1こよつて1貴瘍が軽快渦態す　　度並びにヒスタミン注射後の最高酸度を昏群について

れぽ正の窒素平衡になることを観察し，Sappington　　比較検壽寸すると各群間にM共を認めず，また潰癌発生

⑳も嘔吐，吐血を伴う澱癌患者には致の窒素平衡を認　　例と非発生例との間にも有意の難は認められない。従

め，潰瘍に対する蛋白加水分解物の海効性はzllとして　　来M－W潰瘍発生の一一・191＝f・としで1歪腋分泌充進が叢げ

蛋白栄養の改善によるものであろうと述べている。　　　　られ，著離李も第3編においてM－W澱瘍を発生せし

　以上の文献的考察より，体組織の維持な陣t・するよ　　　めるように処置した火に，膵抽出液癒投与した場脅潰

うな栄養不足は，剛揚粘膜の潰瘍発生の素因となるこ　　　瘍の発生はみられず，11液も術前，術後をこおいて不変

とには異論はないと思われる。また潰瘍旭者に適嘉な　　　であつたが，非活性化膵抽日1液を投与した場合には潰

蛋肉及びビタミン類を投与することの重要性は創傷治　　　瘍の発生を認め，この際胃液は術後におい一C　LJ］らかに

癒の観点からも明白である。しかしながら栄謎不足が　　増加1を示したことより，膵酵素群中に存在づ鴨る濃瘍発

潰瘍発生に関与する1＃，合に問題となるのは，ある特殊　　　生抑制因子が腿腋分泌を介して問接的詑ζ作用する場含

な栄養素の欠乏が漫瘍発生の原因となつているか否か　　　のあること，即ち1｝液分泌充進も補助的役割を償ずる

であつて，これについては現在までのところ未だ一定　　場合のあることを推測したが，木実験においてはM一

の見解はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W潰瘍の発生と胃液酸度との間には特殊な関係を認め

　著者等の成績について考按すると，M－W澱瘍を発　　　なかつた。

生せしめるように処鷹した犬に，牛或は豚の膵抽出液　　　　霊躍賜の発生と肝との関係については，すでに第3編

を投与した楊合には潰瘍がみられず，90°C30分加熱　　　において詳細に考察したが，肝障警による胃液分泌充

によつて酵素群を非活性化した膵抽出液を投与した場　　進が一般に認められている。著春等はM－W澱賜発坐

合には潰瘍の発生がみられたことより，蒋者等の提唱　　　犬には程度の差はあるが肝に漏濁腫脹から巣状壊死に

してきた潰瘍発生抑制囚子は膵め酵素群に存在するこ　　i至る一連の変化と脂肪沈着を認め④，更にM－W潰瘍

とが判明した⑤。ついで膵の酵素群中蛋白質の消化・　　を発生せしめるように処厭した犬に膵抽出液を投与し

吸収に関与し，したがつて澱瘍の発生並びに治癒に最　　　て潰疵発生を抑制した賜合も，非活性化膵抽出液を投

も関係するであろうと推定される膵の蛋白分解酵素に　　　与して1蜜脇発生を総めた場合も，ともに肝には極く軽

潰瘍発生抑制因子が存在するか否かを追求した。即ち　　　度の組織学的変化を認めるのみであつたので，膵抽出

M－W潰瘍を発生せしめるように処概した犬にトリプ　　液中にはM－W潰瘍発生にともなう肝の組織学的変化
シソを単独投与したところ5例中4例に潰瘍を発生　　　を阻止する因子が存在するであろうと推窟した⑥。本

し，非活性化膵抽出液にトリブシソを添加した場合に　　　実験においては膵抽出液或は非活性化膵抽出液を投与

おいても5例中4例に潰瘍或はエロジオンの発生を認　　せず，蚤削ロ水分解液，ア）酸混合液或は蛋白分解

めたことより，トリプシンはM－W潰瘍の発生を阻止　　　酵素を投与してM－W潰瘍の発生をみた場合には．肝

し得ず，したがつて潰瘍発生抑制因子はトリプシソ単　　　には一一部に極く軽度の肝細胞腫脹，欝血及びsinusoid

独ではないと考えられる。一方トリプシン欠如にょる　　　の拡張が認められるのみであつた。したがつて箸者等

蛋白質の消化・吸収陣害が潰瘍の発生に関与するか否　　　の成績からは肝と潰瘍発生とは全く無関係であつて，

かを追求するため，まず卵白アルブミソ加水分解液を　　蛋白加水分解液，アミノ酸混合液並びに螢由分解酵素

投与した場合には3例中金例に澱瘍或はエロジオソを　　はM－W澱瘍の発生に伴う肝の細織学的変化を阻止す

認め，必須アミノ酸混合液を投与した場合にも5例中　　　る作用があると考えられる。

4例に潰瘍或はエロジオンを認めた。更に各群におけ　　　　膵損傷或は膵炎によつて生ずる物質が1撒分泌を充

る肝の組織学的検索によっても肝障害は認められなか　　　進させ潰瘍発生の原因となるであろうとの考えが最近
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重視されているが，著者等・はすでに膵抽1二H液を投与し　　tiol1，　Milmcap〔，lis，　University　of　Minnesota

て．潰瘍の発生を認めなかつた賜合も，非活性化膵1’s［i出　　　Press，／950　⑪Hoelze1，　F・：P・S・E，　B．　M．，29：

液を投与して潰膓の発生を認めた場含も，ともに膵の　　　382，1931　⑭Weech，　A．　A：：Amer，　J．　Path．，

腺構造及びランゲルハソス氏島細胞に組織学白勺変化の　　　13：249，1．937　⑯Li，　T・W・：Gastroenterology・

ないことを観察し，膵の組織学的変化と潰瘍発坐とは　　　6：14〔｝，19・16　⑯Ilahn，　P．　F．：P．　S．　E，　B．　M．．

無関係であると紬論したが，今回の実験においても各　　　95：238，1957　　⑰Slive，　A・；Sur9・Gynec・Obs一

群間．並びに潰瘍の発生を認めた大部分の症例と，1－．．か　　　tet．，70：666，194｛1　⑲工vy，　A・C，：Peptic　U1cer，

らざるものとの間に膵の組糸哉学的変化の蕪異を認めな　　　Philade1Phia，　Biakiston，1950，　⑲Sharpless．

かつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．R・：Cancer　R㈱．，3：1〔〕8，1943　⑳Weiss，　A・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．；Pre呂se，　Med．，41　；1．88｛｝，1933　　⑳Salldw儲iss．

　　　　　　　　　　　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　D．J．　l　J，　A，　M．　A．，106：1452，ユ936　㊧Ma士tin，

　　1，Keefer法に」：つ’「1：llli：瘍を：発生せD！茄ように　　R．　K，：J．　A，　M，　A．。1106：：1．468，1936　⑳CQ　Tui：

処1醗し．たプ〈1こ，　捌」白アルブミン加1水分解孝夜を投4∫・し．た　　　　　Gastroenterology，5：5，：1、945　　　⑭R．iggs，　H，　E．：

場合には3．例rl．1全例に，必須アミノ酸渡註合液を投与し．　　J．　Di　1．1，　Dis．，8、：383，194：L　ciDKenanic’，re，　B．：

た場合には5例中4例に潰瘍戴はPt　t：ジォンを認め　　　Gastroenterology，10：177，1948　⑳Sappi11帥Qn，

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T．B．：Ann，　T．nt．　Medり31：27正，］．949

　　2．　ト　リプシンマ皮．垂推童M斐・．ケ・螂～¢t’トリプシン液：卜夢ド薪后

1生化膵抽出液な投与・し．た場舎にCl’：｝，　そ；｝．・しそれ5例1・．1，t　　　　　　　　　　　　　　AM・STRA◎T

4例に潰瘍或はエロジオンを認めた‘ユ　　　　　　　　　　　In　previuus　repurts，　as　the　patho鑑enesi＄

　　3，構液酸度ほ各群の．術｝il∫，術後を通じて特に諾｛尉ヒ　　　of　experimcntal　peptic　ulcer　produced　in

にない。　　　　　　　　　　　　　　　　．l　　　　　anastomosed　a1’L・a　of　the　dogs　transPlanted悔e

　　4．肝，膵の組織学1：1〈J所見では，各群に侍有な変イヒ　　　f1’ee　duoclenal　segmeエ1t　with　the　comulon　l．）三le

碍ζ轟忍めら才tなしSe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cl　uct　alld　七he　Pancr（｝a．ヒic　duct　to　七he、　teri取量nal

　　5．即ち，滅瘍発生抑制閤子は膵酵素ll重中の蛋白分　　　i王eum，　it　was‘しssumed　that　ulcer　inhibitory

解酵素1†1に厭なく，また蛋白質の消化・吸収陳霧とも　　　substances　might　be　contained　in　pancreatic

直接的な闘旅はないと考えられる。　　　　　　　　　　　enzyme　cbntaining　ill　tbe　extract　of　the　pan，－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C1’eas．

　　終始適切な御助欝を頂いた生化学教室藤村紫郎撒授　　　　　This　time，　in　order　to　analyse　whether

に深甚の謝意癒表する。　　　　　　　（九田公雄）　　　the　ulcer　inhibitory　substances　niight　be

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　contained　in　the　proteolytic　enzyme．　of七he

　　　　　　　　　　　　　　　　鍔文献　　　　　．　P・n6・eas，　th・．uL…p…。ki・g　d。9・・t・an・pl・・一

（1）Keefer，　E．　B．　C．：Surgical　Forum，4：330，1953　　　　ted　the　free　duodena1．　segnient　to　the七erminal

②Keefer，　E．　B，　C。：Surgical　FQru孤，5：228，1954　　iletun　were　subjected　to　the　experiments　and

③消水忠治・他い僑州医誌，11：／19，昭37　　④清　　　divided　into　four　groups・t。　eacll　of　which　the

水忠治・他：僑州底誌，12：317，昭38　　⑤志田寛・　　　following　substance　was　admillistrat¢d　orally・

他：信州医誌，．13：246，．昭39　．⑥Somervell，　T，　　Namely・Gr。up　I：hydro1ysate　of．egg－calba－

H，：quoted　by　Skoryna，Pathophysiology　of　　mill，　Group　）L：sQlutiQn　of　mixed　esseエi，tial

peptic　ulcer，　Phiiadelphia，　L玉pincott，1963　　　　　　amine　acids・Group　瓢；1％　tl’ypsitl　solution，

⑦Mc　Carrison，　R，：Indian　J．　Med．　Res．，19161，　　Grottp　IV：inactiva七ed　extract　of　the　pancreas

1931　⑧Larimore，　L。　D，：J．　Exper．　Med，，40：　　plus　trypsin・Thereafter・tlle　development　of

719，1924　⑨Magee，　H．　E．：Lancet，1：12，ユ929　　ulcer　was　observed　in　each　group．　Four　or．

⑩Bogoras，　N，　A．：Arch．　f．　Klin．．　Chir．，181：554，　　fi▽e　weeks　after。Pe「ation・eithe「ulce「or

1935　　⑪Debray，　C．：quoted　by　Keys，　A．　B．：　　erosion　was　found　iil　all　dogs　except　each　one

The　Bie！ogy　of　Human　Starvatioa，　Minneapo－　　in　Group　L　証and　I1．

王is，　University　of　M〔innesota　Press，1950　　　　　　　　0n　the　changes　Qf　gastric　acidity　before

⑫Keys，　A，　B．　l　The　Bio1Qgy　of　Human　Starva－　　operation　and　death，且o　definite　relation　was
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observed between the development of peptic no close relation between the develepment

ulcer and the changes of gastric acidity among of peptic ulcer and the pro:eolytic enzyrne

these four groups. of the pancreas or the disturbance ef pro-
   Therefore, it was assumed that there was teopepsis.
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